
■11月末 村の人口　 男 4,823人（－9）  女 4,758人（＋4）　計 9,586人（－5）  世帯数 4,103（＋7）■

今年はうま年ですよ～ぉ！
仲宗根保育所の皆さんが
散歩中馬さんに出会いました。
（今帰仁ざまみファーム前にて）

今年はうま年ですよ～ぉ！
仲宗根保育所の皆さんが
散歩中馬さんに出会いました。
（今帰仁ざまみファーム前にて）

あけましておめでとうございます。
今年もどうぞよろしく
お願い申しあげます

広報
Nakijin

　0980-56-2101（代表）
ホームページアドレス　http://www.nakijin.jp

今帰仁2014

1
毎月1日発行毎月1日発行

457号457号

2014



(2014年）平成26年1月1日 2

　村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
存
じ
ま
す
。平
成
二
十
六
年
午

年
の
輝
か
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
謹
ん
で
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　昨
年
は
、大
嶺
英
恭
副
村
長
、謝

花
弘
教
育
長
が
任
期
満
了
に
伴
い

退
任
さ
れ
、大
城
清
紀
副
村
長
、新

城
敦
教
育
長
を
新
た
に
迎
え
心
機

一
転
、行
政
運
営
に
あ
た
る
中
、本

村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
中

心
と
し
た
他
産
業
と
の
連
携
強
化

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。農

業
と
観
光
を
結
び
つ
け
た
村
づ
く

り
は
行
政
運
営
の
柱
と
し
て
掲
げ

る
方
針
の
ひ
と
つ
で
す
。観
光
施
設

が
次
々
に
新
た
な
動
き
を
見
せ
、村

内
が
活
気
に
満
ち
た
一
年
で
し
た
。

湧
川
小
学
校
跡
地
を
活
用
し
た
あ

い
あ
い
フ
ァ
ー
ム
も
本
格
的
に
事

業
展
開
を
開
始
し
、六
次
産
業
化
の

促
進
に
拍
車
を
か
け
ま
し
た
。ま
た

ワ
ル
ミ
海
峡
を
望
む
最
高
の
立
地

条
件
が
揃
う
「
橋
の
駅 

リ
カ
リ
カ

ワ
ル
ミ
」の
オ
ー
プ
ン
や
、「
古
宇
利

オ
ー
シ
ャ
ン
タ
ワ
ー
」の
オ
ー
プ
ン

は
地
域
活
性
化
の
起
爆
剤
に
な
る

も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。県
の

委
託
を
受
け
て
管
理
を
行
っ
て
い

る
運
天
港
の
活
性
化
を
図
り
、伊
是

名
村
・
伊
平
屋
村
を
含
め
た
三
村
の

文
化
交
流
を
深
め
る
た
め
、第
一
回

い
い
な
運
天
港
い
ち
ゃ
り
場
ま
つ

り
を
開
催
致
し
ま
し
た
。今
年
も
運

天
港
施
設
の
よ
り
良
い
活
用
に
つ

い
て
、村
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
取

り
込
み
な
が
ら
、創
意
工
夫
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　今
帰
仁
村
の
地
域
資
源
を
有
効

に
生
か
し
た
新
事
業
の
展
開
を
図

り
な
が
ら
、
今
帰
仁
の
新
た
な
魅

力
を
発
信
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
中
、観
光
協

会
が
窓
口
と
な
り
、
い
よ
い
よ
民

泊
受
入
れ
事
業
が
ス
タ
ー
ト
致
し

ま
す
。
風
光
明
媚
な
今
帰
仁
の
景

色
、空
気
、人
の
良
さ
を
伝
え
る
機

会
に
な
る
よ
う
、
受
入
れ
に
つ
い

て
も
積
極
的
な
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

　平
成
二
十
五
年
も
わ
が
村
の
子

ど
も
達
は
、様
々
な
頑
張
り
を
と
お

し
て
輝
か
し
く
明
る
い
話
題
を
提

供
し
て
く
れ
ま
し
た
。更
な
る
飛
躍

を
期
待
し
ま
す
。特
に
北
山
高
校
野

球
部
創
立
六
十
八
年
目
に
し
て
県

大
会
優
勝
の
快
挙
は
記
憶
に
新
し

く
、チ
ー
ム
を
支
え
て
き
た
エ
ー
ス

の
平
良
拳
太
郎
投
手
は
巨
人
軍
に

入
団
し
、今
帰
仁
の
野
球
っ
子
の
未

来
に
希
望
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

今
後
と
も
子
ど
も
達
の
健
や
か
な

成
長
に
寄
与
す
る
た
め
、北
山
学
園

構
想
の
構
築
に
向
け
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。子
ど
も
た
ち
の
み
な
ら

ず
、郡
陸
上
で
は
、1
0
0
ｍ
に
お

い
て
三
十
代
、四
十
代
、五
十
代
を

村
勢
が
優
勝
、年
齢
別
4
0
0
ｍ
リ

レ
ー
で
は
村
最
高
記
録
を
樹
立
、見

事
な
活
躍
で
し
た
。

　九
月
四
日
に
は
村
民
の
防
災
意

識
の
啓
発
を
図
り
、地
域
の
防
災
力

を
高
め
る
た
め
、地
震
・
津
波
防
災

訓
練
を
今
泊
区
で
実
施
致
し
ま
し

た
。引
き
続
き
各
地
域
で
避
難
訓
練

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。防
災
計
画

の
見
直
し
も
終
了
し
、一
括
交
付
金

の
活
用
で
今
帰
仁
村
地
域
安
心
・
安

全
告
知
整
備
事
業
を
導
入
し
て
防

災
無
線
の
設
置
を
行
い
ま
す
。村
民

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
健
康

に
留
意
さ
れ
る
と
と
も
に
、今
年
も

日
々
の
生
活
の
中
で
、防
災
意
識
を

高
め
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
念
願

い
た
し
ま
す
。

　旧
今
帰
仁
中
学
校
跡
地
に
建
設

中
の
村
営
仲
宗
根
団
地
も
４
月
初

旬
の
入
居
開
始
に
む
け
、準
備
を
進

め
て
お
り
ま
す
。今
後
と
も
村
営
住

宅
の
空
き
家
募
集
状
況
を
考
慮
し

な
が
ら
、村
営
住
宅
の
供
給
を
計
画

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　移
民
さ
れ
た
皆
さ
ん
と
母
村
で

あ
る
今
帰
仁
村
と
の
絆
を
つ
な
ぐ

南
米
移
住
者
子
弟
受
入
事
業
で

は
、
事
業
の
大
切
さ
や
継
承
す
る

こ
と
の
意
義
を
感
じ
て
い
ま
す
。

今
年
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
今
帰
仁
村

人
会
創
立
八
十
周
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
十
月
五
日
に
記
念
式
典

並
び
に
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
こ
の
機
会
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

へ
の
渡
航
を
計
画
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

　世
界
遺
産
今
帰
仁
城
跡
に
お
い

て
、一
月
十
八
日
か
ら
二
月
二
日
ま

で
第
七
回
グ
ス
ク
桜
ま
つ
り
を
開

催
し
ま
す
。四
月
十
九
日
に
は
第
四

回
古
宇
利
島
マ
ジ
ッ
ク
ア
ワ
ー

R
U
N 

I
N
沖
縄
今
帰
仁
の
開
催

が
決
定
し
て
お
り
ま
す
。今
回
も
村

民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
り
こ
の

大
会
を
成
功
に
導
い
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　本
年
も
沖
縄
振
興
特
別
交
付
金

や
北
部
連
携
促
進
事
業
等
を
有
効

活
用
し
、引
き
続
き
事
業
の
採
択
に

取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、村

民
の
皆
様
の
健
康
づ
く
り
は
保
健

事
業
並
び
に
行
政
施
策
の
大
き
な

柱
で
す
。各
相
談
や
健
診
体
制
の
充

実
を
目
指
し
ま
す
。あ
わ
せ
て「
自

ら
の
健
康
は
自
ら
の
手
で
」を
心
が

け
て
い
た
だ
き
た
い
と
切
に
お
願

い
致
し
ま
す
。

　結
び
に
、村
民
の
皆
様
に
と
っ
て

幸
せ
で
実
り
多
き
良
い
午
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　今
後
と
も
ご
支
援
、ご
高
配
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、新

春
の
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。
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児童代表 仲村周真君

児童代表 仲村周真君

座間味靖校長 宮城康吉期生会長

◀
卒
業
生
に
よ
る
祝
賀
会
・
幕
開
け

◀
式
典
当
日
の
受
付
で
活
用
し
ま
し
た
。

　十
一
月
二
十
四
日（
日
）に
天
底
小
学
校（
座

間
味
靖
校
長
）
で
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
式

典
・
祝
賀
会
が
体
育
館
で
行
わ
れ
、
期
生
会
の

宮
城
康
吉
会
長
は
「
本
校
は
明
治
二
十
一
年
五

月
今
帰
仁
尋
常
小
学
校
よ
り
分
離
独
立
し
、
百

二
十
五
年
の
歴
史
を
刻
む
中
で
、
多
く
の
人
材

を
社
会
に
送
り
出
し
、
県
内
外
で
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。
歴
代
教
職
員
を
は
じ
め
保
護
者
並
び

に
地
域
の
方
々
、
関
係
機
関
の
教
育
へ
の
情
熱

と
ご
協
力
の
賜
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
平
成

二
十
四
年
二
月
に
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念

事
業
期
成
会
を
結
成
。
予
定
し
て
い
た
事
業
は

ほ
ぼ
完
成
し
、
保
護
者
、
地
域
の
皆
様
、
同
窓

生
、
各
企
業
の
皆
様
方
に
は
温
か
い
ご
芳
志
を

賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」
と
式
辞

を
述
べ
た
。
児
童
を
代
表
し
て
六
年
生
の
仲
村

周
真
君
が
『
平
成
二
十
二
年
に
湧
川
小
学
校
、

平
成
二
十
五
年
に
古
宇
利
小
学
校
と
統
合
し
、

仲
よ
く
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
遊
具
、
ホ
ウ
ラ
イ
カ
ガ
ミ
を
這
わ
す

柵
、「
が
じ
ゅ
ま
る
教
室
」の
ク
ー
ラ
ー
設
置
と

素
晴
ら
し
い
学
習
環
境
を
整
え
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。』と
あ
い
さ
つ
。

　祝
賀
会
で
は
児
童
、
卒
業
生
、
地
域
の
方
々

な
ど
に
よ
る
三
線
演
奏
の
幕
開
け
に
始
ま
り
、

在
校
生
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、創
作
芸
団
レ
キ
オ
ス
、校
区

内
の
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
に
よ
る
余
興
で
百
二

十
五
周
年
を
祝
っ
た
。

　天
底
小
学
校
創
立
百
二
十
五

周
年
記
念
に
百
九
期
生（
昭
和
五

十
九
年
か
ら
六
十
年
三
月
生
ま

れ
、
二
十
九
歳
）
十
八
名
と
当
時

六
年
生
担
任
の
比
嘉
孝
子
先
生

は
同
校
に
テ
ン
ト
一
張
を
寄
贈

し
た
。十
一
月
二
十
二
日（
金
）に

同
期
生
を
代
表
し
て
豊
里
友
作

さ
ん
、大
城
憲
勝
さ
ん
が
目
録
を

手
渡
し
た
。
豊
里
さ
ん
は
「
今
年

の
新
年
会
を
兼
ね
た
小
学
生
の

同
窓
会
で
記
念
誌
の
あ
い
さ
つ

依
頼
を
受
け
た
こ
と
を
相
談
し

た
際
、百
二
十
五
周
年
に
何
か
寄

贈
し
よ
う
と
検
討
し
た
結
果
、テ

ン
ト
を
寄
贈
す
る
こ
と
に
決

ま
っ
た
。
」
と
寄
贈
に
至
っ
た
経

緯
を
話
し
て
く
れ
た
。

　十
一
月
十
二
日（
火
）に「
海
上
の
上
を
走
る
道
」と
し

て
古
宇
利
島
一
周
と
古
宇
利
大
橋
を
渡
っ
て
折
り
返
す

約
十
一
㎞
が
、
観
光
庁
ラ
ン
ナ
ー
ズ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
研
究
所
認
定
コ
ー
ス
と
し
て
認
め
ら
れ
、
認
定

プ
レ
ー
ト
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。
同
研
究
所
所
長
の

シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
マ
ラ
ソ
ン
金
メ
ダ
リ
ス

ト
高
橋
尚
子
さ
ん
が
会
見
の
中
で
「
新
た
な
観
光
資
源

と
し
て
こ
の
コ
ー
ス
は
海
が
綺
麗
で
、
た
く
さ
ん
の
人

が
訪
れ
て
ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。
同
研
究
所
は
ウ
ォ
ー

ク
、
ラ
ン
、
サ
イ

ク
ル
で
全
国
で

十
九
か
所
を
認

定
。
県
内
で
は
初

の
認
定
と
な
る
。

　高
橋
さ
ん
は

除
幕
式
の
後
、
古

宇
利
島
、
屋
我
地

島
の
児
童
、
北
山

高
校
駅
伝
部
と

古
宇
利
大
橋
を

試
走
し
た
。

天
底
小
学
校
創
立
百
二
十
五
周
年

○
法
律
相
談

：

中
西

　良
一 

弁
護
士

○
行
政
相
談

：

上
間

　美
昭 

氏

○
司
法
相
談

：

比
嘉

　哲
夫 

氏

○
日

　
　時

：

平
成
二
十
六
年
一
月
十
五
日（
水
）十
時
〜
十
五
時
ま
で

○
場

　
　所

：

村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

法
律
・
司
法
・
行
政
相
談
の

ご
案
内

法
律
・
司
法
・
行
政
相
談
の

ご
案
内

無料　村
に
は
み
な
さ
ま
の
様
々
な
悩
み
に
お
答
え
す
る
た
め
の
相

談
窓
口
が
あ
り
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▲中央左：高橋尚子さん、除幕式の様子

百
九
期
生
が
寄
贈

百
九
期
生
が
寄
贈

古宇利島と古宇利大橋がランニングコースに認定
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広報「今帰仁」連載 No.17　北山学園構想（幼・小・中・高）一貫教育について
北山学園構想の紹介の第17弾です。今回も、北山学園構想に関する雑感をエッセイ形式で
述べたいと思います。

家庭でできる食育について
　今帰仁村で「子供が作る弁当の日」をはじめて3年目になります。今帰仁

診療所の石川清和先生は医食同源を提唱し、與那嶺幸人村長も地産地消や

朝食の大切さを力説しています。教育委員会としても食育の大切さを認識

し、「子供が作る弁当の日」を始めました。

　今や食育は知育・徳育・体育と並んで教育の重要な位置を占めるよう

になりました。今年度から伊江村も「子供が作る弁当の日」を始めました。この取り組みによっ

て得られる効果は食の大切さを理解し、食材を通して「命の大切さ」や「感謝の心」を育み、子供

達の自立と人間的成長が得られます。この取り組みが、沖縄県内、やんばるの他市町村に広がる

ことを願います。

　12月18日に村コミュニティセンターで弁当の日応援団の九州大学大学院の佐藤剛史先生を迎

え、大学生の食生活、人が自立して生きていくための食の大切さ、キャリア教育につながる講演会を

持ち、さらに12月22日には名護市で子供が作る弁当の日の提唱者の「竹下和男先生」が講演を行い

ました。参加された方はいかがでしたでしょうか?「たかが弁当の日、されど弁当の日」といえばいい

でしょうか。何気ない弁当づくりの中に親子の触れ合い、感謝の心が育っていくのです。これからも

年に2回の弁当の日の取り組みだけでなく、親子で・家族で食の大切さ、からだづくり、健康増進まで

広げ推進していきたいものです。というのも今帰仁村は肥満の増大や毎年の健康診断の検診率が低

く、重病になってからや高額医療の対象者が多く、国民健康保険の村負担が増大し、累積赤字を抱え

財政を圧迫しております。10年後、20年後の今帰仁村が健康で暮らしやすい今帰仁村になるように

「家庭」から食育や食生活を改善していきましょう。

　十
一
月
六
日
（
水
）
に
今
帰
仁
中
学
校
で
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
家
庭
教
育
部
会
主
催

に
よ
る
子
供
を
伸
ば
す
ほ
め
愛
講
座
〜
夢
・
自
信
・
思
い
や
り
の
心
を
育
む
自
己

肯
定
感
ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
〜
と
題
し
て
、チ
ャ
イ
ル
ド
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
ほ

り
え
み
り
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
保
護
者
二
十
名
余
り
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。講

演
の
中
で
ほ
り
さ
ん
は
自
己
肯
定
感
と

は
何
か
を
説
明
し
た
う
え
で
「
い
じ
め
を

な
く
す
に
は
自
己
肯
定
感
が
多
い
集
団
・

子
供
た
ち
で
あ
れ
ば
可
能
。
自
己
肯
定
感

を
育
て
る
に
は
褒
め
ら
れ
る
経
験
が
大

事
。
相
手
の
い
い
と
こ
ろ
を
素
直
に
伝
え

る
こ
と
」
と
語
り
、
親
世
代
で
も
褒
め
ら

れ
る
機
会
が
少
な
い
こ
と
を
例
に
あ
げ

て
自
己
肯
定
感
を
実
感
す
る
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
行
っ
た
。

　十
一
月
十
六
日（
日
）に
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
第
三
十
回
村
こ
ど
も
会
ま
つ
り
の

節
目
を
記
念
し
て
三
十
メ
ー
ト
ル
の
手
巻
き
寿
司
作
り
に
挑
戦
。児
童
ら
は
海
苔
百
五
十
枚
の

上
に
酢
飯
と
、キ
ュ
ウ
リ
、た
く
あ
ん
、魚
肉
ソ
ー
セ
ー

ジ
の
具
材
を
乗
せ
、リ
ー
ダ
ー
の
掛
け
声
に
合
わ
せ
手

巻
き
寿
司
を
完
成
さ
せ
た
。参
加
し
た
二
百
十
七
名
の

児
童
が
い
っ
せ
い
に
寿
司
を
持
ち
上
げ
、大
成
功
に
保

護
者
や
関
係
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　十
年
前
の
第
二
十
回
の
同
ま
つ
り
で
は
二
十
メ
ー

ト
ル
の
手
巻
き
寿
司
を
完
成
さ
せ
、今
回
で
二
回
目
の

挑
戦
。家
族
で
参
加
し
た
、兼
次
小
学
校
三
年
生
、大
城

ま
な
つ
ち
ゃ
ん（
仲
尾
次
）は「
は
じ
め
て
の
体
験
、大

成
功
で
楽
し
く
手
巻
き
寿
司
、超
〜
美
味
し
か
っ
た
」

と
笑
顔
で
話
し
た
。

◀
ほ
り
え
み
り
さ
ん

◀
早
く
食
べ
た
い
な
ぁ
〜

子どもは褒めて伸ばす子どもは褒めて伸ばす村
子
ど
も
会
ま
つ
り
特
大
手
巻
き
寿
司
作
り
大
成
功
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◀
野
田
寛
教
授

　十
一
月
五
日（
火
）に
村
社
会
福

祉
協
議
会（
上
間
敏
雄
会
長
）主
催

に
よ
る『
耳
の
講
演
会
』が
開
催
さ

れ
、
講
師
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
沖
縄
県

難
聴
福
祉
を
考
え
る
会
付
属
診
療

所
「
補
聴
相
談
の
ひ
ろ
ば
」
相
談

医
、
野
田
寛
琉
球
大
学
名
誉
教
授

を
迎
え
行
わ
れ
た
。野
田
氏
は
、難

聴
福
祉
を
考
え
る
会
の
活
動
の
趣

旨
を
説
明
し
、
特
に
高
齢
者
が
難

聴
で
引
き
こ
も
り
、
社
会
か
ら
疎

外
さ
れ
る
例
を
取
り
上
げ
、
難
聴

の
原
因
と
な
る
動
脈
硬
化
が
進
ま

な
い
よ
う
に
食
事
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
、中
性
脂
肪
、総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
に
注
意
す
る
こ
と
、
自
分
に

合
っ
た
補
聴
器
を
専
門
医
や
専
門

検
査
員
を
通
じ
て
調
整
す
る
こ
と

な
ど
、
増
え
続
け
る
難
聴
者
へ
の

情
報
提
供
を
行
っ
た
。

　十
一
月
十
五
日（
金
）に
村
商
工

会（
島
袋
松
男
会
長
）主
催
に
よ
る

今
帰
仁
村
商
工
会
設
立
四
十
周
年

祈
念
式
典
が
商
工
会
館
二
階
で
行

わ
れ
た
。式
辞
で
島
袋
会
長
は「
設

立
四
十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
で

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
琉
球
芸
能
公
演

に
、
関
係
各
位
の
ご
支
援
で
村
社

協
と
村
育
英
会
へ
の
寄
付
金
の
贈

呈
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
地
域
商
業
者
の
発
展
と

地
域
経
済
活
性
化
に
役
職
員
一

同
、頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」と
あ
い

さ
つ
。
功
労
者
表
彰
で
は
役
員
功

労
者
と
し
て
二
期
六
年
以
上
役
員

を
務
め
ら
れ
た
九
名
と
、
設
立
当

初
か
ら
四
十
年
間
一
代
で
当
会
に

在
籍
し
た
会
員
十
一
名
が
表
彰
を

受
け
た
。

▲左：島袋松男会長から表彰を受ける
　宮城康吉氏

▲右：座間味栄達さん、高良栄孝さん
　大城淳稔さん、上原昇校長

長
寿
を
楽
し
む
た
め
の

　
　
　
　
　
　耳
の
健
康

村
商
工
会
設
立

　
　
　四
十
周
年
記
念

　11月15日（金）に北山高校（上

原昇校長）へ同高卒第12期生（大

城淳稔幹事）の古希記念同期会

が、11月1日に名護市の出雲殿で

行われた。県内外から60名と恩

師5名が参加した。

　この日は北山高校女子駅伝部

が今帰仁村で行われた県高校駅

伝競走大会で優勝し、2年連続都

大路の切符を得たことで会は大

盛り上がり。大城幹事は「生徒た

ちのために使ってください」と

上原校長に寄付金20万円余りを

手渡した。

▲右：大城賢一さん、川上宰夫さん
　上原昇校長

　12月2日（月）に北山高校（上原昇

校長）で同高卒10期生（昭和14年

生）の川上宰夫さん（湧川区出身）

と大城賢一さん（越地区在）が訪

れ、女子駅伝部に京都府で行われ

る全国高等学校駅伝競走大会派遣

費にと、模合仲間クイナ会を中心

に寄付を募った5万5千円を上原校

長に手渡した。

　川上さんは「全国大会などの派

遣となると村内は企業も少なく、

資金集めに苦慮するのでぜひ卒

業生がこれからの将来を担う若

者を支えてほしい」と北山高校の

存続を含め関心を持って欲しい

と語った。

▲写真左上：民族舞踊を踊る
　アゼ君、アラチさん

ようこそ
　　今帰仁村へ

北山高校駅伝部に寄贈

長
寿
を
楽
し
む
た
め
の

　
　
　
　
　
　耳
の
健
康

　11月17日（日）に村コミュニ

ティセンターで東ティモール訪

問団歓迎レセプションが行わ

れ、與那嶺幸人村長をはじめ、

民泊受け入れ家族ほか50名余

りが参加して行われた。東ティ

モール・ラウテム県アルマンド

教育長・アニー先生・アゼ君（12

歳）、アラチさん（12歳）が宮良

多鶴子さん共に来村。18日に天

底小学校、19日に兼次小学校、

20日に今帰仁小学校の児童と

交流会が行われた。

ようこそ
　　今帰仁村へ
ようこそ
　　今帰仁村へ

北山高校卒
　　第12期生が寄付
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　十
二
月
一
日
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
全
国
一
斉
に
改
選
さ
れ
、
本
村

で
も
民
生
委
員
・
児
童
委
員
二
十
人
、
主
任
児
童
委
員
一
人
が
、
新
た
に
厚

生
労
働
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　ま
た
、
こ
れ
ま
で
長
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
と
し
て
地
域
福
祉
に
お
力

を
尽
く
さ
れ
ま
し
た
六
名
の
方
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

山
里
豊
子
さ
ん
（
今
泊
西
区
担
当
）・
仲
尾
次
惠
美
子
さ
ん
（
今
泊
東
区
担

当
）・
野
中
智
恵
さ
ん（
与
那
嶺
区
担
当
）・
高
良
善
友
さ
ん（
謝
名
区
担
当
）・

座
間
味
淳
子
さ
ん（
上
運
天
区
担
当
）・
松
田
泰
さ
ん（
運
天
区
担
当
）

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。相
談
内
容
の
秘
密
を
守
り
ま
す
。

　民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
相
談
役
で
す
。
子
育
て
に

関
す
る
こ
と
、
高
齢
者
の
介
護
に
関
す
る
こ
と
、
健
康
・
医
療
に
関
す
る
こ

と
な
ど
、生
活
の
中
で
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す
。地
域
の
皆
さ
ん
か

ら
受
け
た
相
談
内
容
の
秘
密
を
守
り
、
個
人
情
報
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保

護
に
配
慮
し
た
支
援
活
動
を
行
い
ま
す
。

〜
あ
た
た
か
な
地
域
社
会
を
目
指
し
て
、皆
さ
ん
の
地
域
で
活
躍
し
て
い
ま
す
〜

皆
様
の
地
域
で
活
動
し
て
い
る

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
メ
ン
バ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。

内間美佐子
諸志区

日高都子
与那嶺区

渡名喜一江
仲尾次区

喜屋武加代子
崎山区

宇茂佐ミサ子
平敷区

上間容子
越地区

高安悦子
謝名区

嶺井民子
仲宗根区（東）

山城幸子
玉城区

島袋和子
呉我山区

名嘉山良英
湧川区

仲村渠静子
天底区（西）

嶺井幸子
天底区（東）

大城盛治
勢理客区

山本芳枝
渡喜仁区

藤原教子
上運天区

座間味勝子
運天区

玉城秀美
古宇利区

伊禮正昭
主任　児童委員

玉城勝子
兼次区

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
代
わ
り
ま
し
た
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◀
右

：

与
那
嶺
誠
今
泊
区
長
と

　諸
喜
田
展
生
玉
城
区
長

◀
固
形
肥
料
を
追
肥
す
る
緑
の
少
年
団

　十
一
月
二
十
八
日（
木
）に
天
底

小
学
校（
座
間
味
靖
校
長
）で
平
成

二
十
五
年
度『
人
権
の
花
』開
花
式

（
主
催

：

與
那
嶺
幸
人
今
帰
仁
村

長
）
が
行
わ
れ
関
係
者
児
童
合
わ

せ
て
二
百
名
余
り
が
参
加
し
た
。

　式
典
で
は
校
区
内
の
区
長
さ
ん

や
社
会
福
祉
協
議
会
、
事
業
所
な

ど
に「
人
権
の
花
」を
贈
呈
。

　児
童
を
代
表
し
て
仲
村
琉
花
さ

ん（
六
年
）が『
人
権
教
室
で「
汚
さ

れ
た
体
育
着
」
と
い
う
演
劇
を
見

て
改
め
て
人
権
を
守
る
こ
と
は
と

て
も
大
切
と
感
じ
た
。
思
い
や
り

　十
一
月
九
日
（
土
）
に
今
帰
仁

村
営
運
動
場
で
平
成
二
十
五
年

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
行

わ
れ
、
訓
示
の
中
で
與
那
嶺
幸
人

本
・
今
消
防
組
合
長
は
「
消
防
の

重
責
を
再
認
識
し
、
住
民
の
安
心

安
全
な
暮
ら
し
を
確
保
す
る
た

め
更
な
る
努
力
を
お
願
い
し
た

い
」
と
述
べ
た
。

▲皆仲良くすばらしい学校だよ

の
心
、優
し
さ
、助
け
合
い
を
合
言

葉
に
天
底
小
学
校
を
も
っ
と
笑
顔

い
っ
ぱ
い
の
学
校
に
し
て
い
き
た

い
』と
思
い
を
語
っ
た
。

　十
一
月
二
十
三
日（
土
）に
村
総

合
運
動
公
園
で
平
成
二
十
五
年
度

緑
の
育
樹
祭（
主
催

：

公
益
社
団
法

人 

沖
縄
県
緑
化
推
進
委
員
会
・
今

帰
仁
村
）が
、関
係
者
五
百
名
余
り

を
集
め
行
わ
れ
た
。
村
内
か
ら
は

兼
次
小
学
校
、
今
帰
仁
小
学
校
の

緑
の
少
年
団
を
は
じ
め
、
北
山
高

校
野
球
部
、
今
帰
仁
中
学
校
野
球

部
、
少
年
野
球
チ
ー
ム
な
ど
が
参

加
。
沖
縄
県
緑
の
少
年
団
連
盟
代

表
兼
次
小
学
校
緑
の
少
年
団
玉
城

海
照
君
、
金
城
咲
良
さ
ん
（
六
年

生
）
が
「
み
ん
な
で
育
て
る 

豊
か

な
緑 

平
和
な
シ
マ
実
現
の
た
め

に
大
切
な
緑
を
守
り
続
け
る
こ
と

を
決
議
し
ま
す
。」と
大
会
決
議
を

読
み
上
げ
た
。

　十
一
月
二
十
六
日（
火
）に
豊
見

城
市
民
会
館
で
平
成
二
十
五
年
度

沖
縄
県
文
化
協
会
賞
授
賞
式
（
宮

里
友
三
会
長
）が
行
わ
れ
、古
典
音

楽
で
功
労
賞
に
内
間
悦
子
さ
ん

（
諸
志
区
）
、
琉
球
筝
曲
で
奨
励
賞

に
新
城
す
え
子
さ
ん（
仲
宗
根
区
）

が
受
賞
し
た
。
二
十
九
日
（
金
）
に

與
那
嶺
幸
人
村
長
を
訪
ね
、
受
賞

の
報
告
を
し
た
。
受
賞
者
を
代
表

し
て
内
間
さ
ん
が
「
こ
れ
ま
で

や
っ
て
き
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
う

れ
し
い
。
村
文
化
協
会
を
は
じ
め

皆
様
の
お
力
添
え
が
あ
っ
て
の
受

賞
だ
と
思
い
ま
す
。」と
語
っ
た
。

　十
一
月
二
十
二
日（
金
）に
宮
古

島
市
中
央
公
民
館
で
沖
縄
県
公
民

館
連
絡
協
議
会（
城
間
幹
子
会
長
）

主
催
に
よ
る
優
良
自
治
公
民
館
等

表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。こ
の
賞
は
、

地
域
活
性
化
に
大
き
く
貢
献
し
て

い
る
個
人
や
団
体
を
表
彰
し
、
今

後
の
自
治
公
民
館
等
の
活
動
の
充

実
・
振
興
に
資
す
る
目
的
で
設
置

さ
れ
、
今
帰
仁
村
か
ら
優
良
公
民

館
職
員
に
諸
喜
田
展
生
さ
ん
（
玉

城
区
）、優
良
自
治
公
民
館
等
に
今

泊
区（
与
那
嶺
誠
区
長
）が
表
彰
を

受
け
た
。

▲賞状を持っている右：新城すえ子さん、
　左が内間悦子さん

▲本・今消防職員17名・各字消防団員385名

沖
公
連
よ
り

　
　
　団
体
・
個
人
が
表
彰

一
島
一
森
で
花
と
緑
の
美
ら
島
づ
く
り

防
火
デ
�

育
て
よ
う

美
し
い
花
と
優
し
い
心

育
て
よ
う

美
し
い
花
と
優
し
い
心

今
帰
仁
村
か
ら
二
名
が
受
賞

今
帰
仁
村
か
ら
二
名
が
受
賞

防
火
デ
�

防
火
デ
�

第1日曜日は健康の日!!
第64回村民パークゴルフ定例会結果

パークゴルフは誰にでもプレーを楽しむ
ことができる簡単なスポーツです。
多くの村民の皆様の参加をお待ちしてい
ます！！　次回開催は1月5日（日）です。

（12月1日実施・33名参加）

（36ホール・パー132のストロークプレイ）

嶋袋治男

喜屋武浩

仲里吉徳

湧川

仲宗根

湧川

１０３

１０６

１０８

－２９

－２６

－２４



　その他に村内の青年会エイサー
演舞が午後1時30
分より新春・今帰
仁グスク手作り市
が午前10時から
午後5時まで開催
してます。お待ち
しております。
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　介護保険制度で要介護の認定を受
けた65歳以上の高齢者で、介護認定
の審査判定資料をもとに「障害者に準
ずる」と認定された方は、所得税の確
定申告や市県民税の申告で障害者控
除を受けるための証明書類を発行し
ます。

※既に身体障害者手帳等の交付を受
けている方は、手帳を提示することで
同様の控除を受けることができるの
で、申請の必要はありません。
※認定された場合、申請してから2～
3日後に「障害者控除対象者認定書」
を郵送いたします。

対象者：平成25年12月31日現在、介護保
険制度で要介護認定を受けて
おり、次の基準に該当する65歳
以上の高齢者（障害者手帳を持
っている方は除く。）

問い合わせ先：福祉保健課
高齢者福祉・環境衛生係（介護保険担当 56-4189）

障害者

特　別
障害者

認　定 基　　　　準

「障害者控除対象者認定書」の
交付について

知的障害者（軽度・中度）
と同程度の状態

身体障害者（3級～6級）
と同程度の状態

知的障害者（重度）
と同程度の状態

身体障害者（1級・2級）
と同程度の状態

ねたきり高齢者

　あけましておめでとうござい

ます。皆様に支えられ、今年もが

んばっていきます。村内外の皆様

に感謝の気持ちを餅に込めて無

料で振る舞います。

○沖縄県介護保険広域連合では、65歳以上の高齢者
に対して、無作為抽出にて日常生活圏域ニーズ調査
を実施します。この調査は、「どの地域に」「どのよう
な介護・支援を必要としている高齢者が」「どの程度
生活しておられるのか」を把握し、今後の高齢者福
祉の向上を図るための重要な調査です。

○平成25年12月下旬に、郵送にて配布しております。
ご自宅などに調査票が届いた際は調査票へご記入
の上、同封の返信用封筒にてご返送ください。皆様
のご協力よろしくお願いします。

※本調査は抽出調査となっておりますので、調査票の
届かない場合もあります。

〔問い合わせ先〕
沖縄県介護保険広域連合総務課企画財政係
TEL：098-911-7505

主催：今帰仁グスク交流センター

日時：平成26年1月5日（日） 午後1時から

場所：今帰仁グスク交流センター前

２０１4
～新春餅つき大会 in 今帰仁城跡～

２０１4
～新春餅つき大会 in 今帰仁城跡～

「沖縄県介護保険広域連合からのお願い」
～日常生活圏域ニーズ調査を実施します～
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青年就農給付金の募集について

１．農業を始める（又は始めた）時の年齢が原則45歳未満で、農業経営者となる強い意欲があること。
２．自分で農業を経営（独立・自営就農）していること。

■ 「自分で農業を経営」とは…
　 ・自分の名義で畑を持っている又は借りている（親族（三親等以内）から借りている場合を除く）こと。
　 ・経営に必要な主な機械やハウスなどを自分の名義で持っているまたは借りていること。
　 ・自分の名義で作物を出荷・取引をしていること。
　 ・自分名義の通帳があり、売上や農業経営にかかった支出を自分の通帳や帳簿で行っていること。

■ 親元に就農する場合であっても、親の経営に従事して5年以内に経営を継承する場合や親の経営から独立した部門経
営を行う場合は、その地点から対象とする。

３．農業経営を始めて5年後までに、農業で生計が成り立つ計画であること。
４．市町村が作る地域農業の将来を考えた計画（人・農地プラン）に、地域の中心となる経営体として位置づけられている

または位置づけられることが確実と見込まれていること。
５．生活保護などの生活費を支給する国の他の制度の支援を受けていないこと。

■夫婦で就農する場合（家族経営協定、経営資産の共有などにより共同経営であることが明確である場合）は1.5人分（夫
婦合わせて225万円）を給付します。

■複数の新規就農者が法人を新設して共同経営を行う場合は、法人に対して人数分を給付します。
■平成21年4月以降に農業経営を開始した方についても対象となりますが、給付は就農開始後5年度目分までとします。

経営開始型の給付を希望する方は、以下の要件を全て満たす必要があります。

給付の特例があります。

★本人の前年の所得（農業以外の所得を含む）が250万円以上の場合（給付金は含みません。）
★要件3の計画を実行するために必要な作業を怠るなど、きちんと農業経営を行っていないと市町村が判断した場合。

以下の場合は、給付金の給付を止めさせていただくことになるのでご留意下さい！

受付期間：平成26年1月14日（火）～2月7日（金）　　問い合わせ先　経済課農政係　TEL：56-2256

　「
近
所
で
ゴ
ミ
を
燃
や
し
、
煙
が
す
ご
く
て
困
っ
て
い
ま
す
」「
洗
濯
物
に
臭
い
が
つ
い
て

困
っ
て
い
ま
す
」「
天
気
が
良
く
て
も
、赤
ち
ゃ
ん
に
外
の
空
気
を
吸
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
」な
ど
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。ゴ
ミ
を
燃
や
す
と
生
活
環
境
の
悪
化
を
招
く
だ

け
で
な
く
、ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
有
害
物
質
を
発
生
さ
せ
、人
の
健
康
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
場

合
が
あ
り
ま
す
。

◆
野
焼
き
と
は
？

　適
法
な
焼
却
施
設
以
外
で
の
廃
棄
物（
ゴ
ミ
）を
燃
や
す
こ
と
を【
野
焼
き
】と
い
い
ま
す
。

野
焼
き
は「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」で
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

ゴ
ミ
を
燃
や
す
行
為
は
ダ
メ
！

○
ド
ラ
ム
缶
な
ど
を
使
用
し
て
の
焼
却

　○
ブ
ロ
ッ
ク
を
囲
ん
だ
り
し
て
の
焼
却

○
地
面
に
穴
を
掘
る
な
ど
し
て
の
焼
却

◆
罰
則
規
定

廃
棄
物（
ゴ
ミ
）焼
却
処
理
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、以
下
の
罰
則
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

（
1
）五
年
以
下
の
懲
役

　（
2
）一
千
万
円
以
下
の
罰
金

　（
3
）（
1
）と（
2
）の
併
科

◆
ゴ
ミ
は
地
域
の
収
集
日
に
出
し
て
下
さ
い
。

家
庭
な
ど
か
ら
発
生
し
た
ゴ
ミ
は
焼
か
な
い
で
、
決
め
ら
れ
た
分
別
で
、
決
め
ら
れ
た
曜
日

に
、決
め
ら
れ
た
場
所
へ
ゴ
ミ
と
し
て
出
し
て
下
さ
い
。

◆
野
焼
き
の
禁
止
の
例
外

（
1
）国
ま
た
は
地
域
公
共
団
体
が
そ
の
施
設
の
管
理
を
行
う
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却
。

（
2
）震
災
、風
水
害
、火
災
、凍
霜
害
そ
の
他
の
災
害
の
予
防
、応
急
対
策
ま
た
は
復
旧
の
た
め

に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却
。

（
3
）風
俗
習
慣
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行
事
を
行
う
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却
。

（
4
）農
業
、林
業
ま
た
は
漁
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て
行
わ
れ
る
廃
棄

物
の
焼
却
。

（
5
）日
常
生
活
を
営
む
上
で
通
常
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
焼
却
で
あ
っ
て
軽
微
な
も
の
。

※「
軽
微
な
も
の
」と
は
煙
の
臭
い
な
ど
が
近
所
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
程
度

（
少
量
で
も
家
庭
ゴ
ミ
の
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の
焼
却
は
ダ
メ
！
）

ご
み
不
法
投
棄
は
禁
止
で
す

　村
内
で
、一
般
廃
棄
物
や
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
の
被
害
が
絶
え
ま
せ
ん
。

　村
で
は
、
ご
み
の
不
法
投
棄
対
策
と
し
て
不
法
投
棄
禁
止
の
看
板
を
設
置
し
た
り
、
パ
ト

ロ
ー
ル
車
に
よ
り
不
法
投
棄
の
監
視
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
不
法
投
棄
は
、「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」に
よ
り
、厳
し
い
罰
則
が
適
用

さ
れ
ま
す
。５
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
一
千
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、又
は
こ
れ
が
併
科

さ
れ
ま
す
。

ご
み
を
捨
て
な
い
、放
置
し
な
い
な
ど
の
ル
ー
ル
を
守
り
、清
潔
で
美
し
い
む
ら
づ
く
り
と
快

適
な
環
境
づ
く
り
に
務
め
ま
し
ょ
う
。

野
焼
き
や
不
法
投
棄
を
発
見
し
た
ら
、村
役
場
福
祉
保
健
課（
五
六
ー
四
一
八
九
）

ま
た
は
、本
部
警
察
署
生
活
安
全
・
刑
事
課（
四
七
ー
四
一
一
〇
）へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

野
焼
き
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

野
焼
き
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

野
焼
き
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
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保健センター
だより

赤ちゃん訪問のお知らせ

赤ちゃん訪問
　今帰仁村で生まれた全ての赤ちゃん
を対象に、生後から概ね4か月の時期に
看護師、助産師、保健師が訪問し、お母さ
んと赤ちゃんの健康状態の確認や母子
保健事業の紹介、育児相談、予防接種の案
内などを行います。

方法：役場住民課にて出生届受理後、訪
問担当者よりお電話にて連絡後訪問さ
せていただきます。早めの訪問を希望さ
れる方は、保健センターまでお問い合わ
せ下さい。

村保健センター　TEL：56-1234

保健センター 保健師
座安　くみこ（本部町出身）

3児のママ☆11月より保健センターで母
子保健を担当しています。

在宅助産師
島袋　絹代（湧川出身）

双子ちゃんママ☆総合病院産科でたくさ
んのママのケアやお産のお手伝いをして
きた、経験豊富なベテラン助産師です♪

平成25年11月～
訪問担当者が変わりました
よろしくお願いします☆

　現在、管内（本部町・今帰仁村）の119番通報においては、固定電話は本
部町内から通報した際は消防署（本部町字大浜）で受理し、今帰仁村内か
らの通報は分遣所（今帰仁村字謝名）で受理しています。
※携帯電話からの通報は管内すべてを消防署で受理しています。
　平成26年1月15日（水）からは今帰仁村内の固定電話からの119番通報
も消防署で受理することになります。

通信員が下記のようなことを聞きますので、落ち着いてお答えください。
はじめに⇒「消防です。火事ですか。救急ですか。」とお聞きします！
●火災の場合
・場所（住所）はどこですか？目標物は？　・何が燃えていますか？
・逃げ遅れはいませんか？
・あなたのお名前と今おかけの電話番号を教えて下さい。
●救急や救助の場合
・場所（住所）はどこですか？目標物は？
・どうされましたか？意識・呼吸はありますか？
・患者さんの容態は？ (交通事故などの場合は人数や事故状況をききます)
・かかりつけの病院はありますか？何か、大きな病気はありますか？
・ あなたのお名前と今おかけの電話番号を教えて下さい。
※救急でも火災でも、まずは場所が特定できなければ出動できません。
・住所（字名）で知らせる
・住所などが分からない場合は近くの大きな目標物を知らせる
・進入口、経路を知らせる
落ち着いて、通信員の質問に答えるようにして下さい。　

問い合わせ先　本部町今帰仁村消防組合消防署　TEL：47－7119

本部町119通報→
管内119通報

（本部町・　　→
 今帰仁村）

消防署
（本部町字大浜）

現在　119受理 平成26年１月15日～　119受理
消防署

（本部町字大浜）
今帰仁村119通報→ 今帰仁分遣所

（今帰仁村謝名）

１１９番集中管理のお知らせ

年末年始の多量飲酒に気をつけましょう

眠れない…！
睡眠薬は怖いから
お酒を飲んで眠ろう

STOP!
お酒は安全では
ありません！！

確かに
寝付けるけど…

トイレのために
目が覚めるし…

深く眠れないから
すっきりしない…

　アルコールは確かに寝付きを良くしますが、眠りその
ものは浅くなります。
　また、利尿作用による夜間のトイレも多くし、睡眠の
質は悪くなります。
　お酒はできの悪い睡眠薬です。不眠でお悩みの方は専
門員にご相談下さい。

お酒と健康 フローチャート アルコールと睡眠

飲み会
晩酌
etc…

最近
太ったなぁ～

高血糖
高脂血症

肝機能
障害

健康診断
で

ショック
！

禁酒すると…

健康的な生活で
お酒も楽しめます

お酒を楽しめない
生活になってしまいます

血圧低下 脳出血 アルコール
依存性

心筋梗塞 肝硬変

痛風脳梗塞
肝機能
改善

体重減少

その他
諸々…

大量飲酒続けると…

健康的な生活で
お酒も楽しめます

お酒を楽しめない
生活になってしまいます
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11
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15
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17
18
19
20

21

22

23
24
25
26
27

28

29
30
31
　

1
2
3

4

5
6
7
8

1 月／睦月（むつき）

火

水

木

金
土
日

月

火

水

木
金

土
日

月

火

水

木

金
土

水

木

金

土
日

月

火

水

木

金
土

日

月

火

水

木

金

土

日
月

※主催者側の都合により、変更する場合がございます。おでかけ前にご確認ください。

★ウェイトトレーニング教室10：00～12：00
★SCなきじん17：00～18：30
〇ウォーキング（村総合運動公園18：30～）
○操体法（中央公民館10：00～11：30）

○新春ロードレース
○新春歩け歩け大会（8時受付、村民体育館前）

○元日

○成人式12：30～ ○新春の集い16：00～

★2014一番桜ノルディックウォーキング

○健康相談（保健センター9：00～11：30）

○県知事杯沖縄一周市郡対抗駅伝大会（26日まで）

★水中運動教室15：00～16：00 ○農委総会
★SCなきじん17：00～18：00
★フットサル教室17：30～19：00
★ズンバサークル18：00～19：00

★ウェイトトレーニング教室10：00～12：00
★SCなきじん17：00～18：30
〇ウォーキング（村総合運動公園18：30～）
○操体法（中央公民館10：00～11：30）

★体力アップステーション10：00～11：30
★スポーツチャレンジ教室17：30～19：00
○離乳食実習（保健センター13：30～）

★水中運動教室15：00～16：00
★SCなきじん17：00～18：00
★フットサル教室17：30～19：00
★ズンバサークル18：00～19：00

★体力アップステーション10：00～11：30
★スポーツチャレンジ教室17：30～19：00
○歯科相談（保健センター13：00～）

○健康相談（保健センター9：00～11：30）

○新春バドミントン交流大会

○第7回今帰仁グスク桜まつり（1/18～2/2）

★体力アップステーション10：00～11：30
★スポーツチャレンジ教室17：30～19：00
○家畜セリ10：00～

○成人の日
○健康相談（保健センター9：00～11：30）

★水中運動教室15：00～16：00
★SCなきじん17：00～18：00
★フットサル教室17：30～19：00
★ズンバサークル18：00～19：00

★ウェイトトレーニング教室10：00～12：00
★SCなきじん17：00～18：30
〇ウォーキング（村総合運動公園18：30～）
○操体法（中央公民館10：00～11：30）

2 月／如月（きさらぎ）

★水中運動教室15：00～16：00
★SCなきじん17：00～18：00
★フットサル教室17：30～19：00
★ズンバサークル18：00～19：00

★印はNPO法人ナスクの事業です。

○健康相談（保健センター9：00～11：30）
○民児協定例会

★水中運動教室15：00～16：00
★SCなきじん17：00～18：00
★フットサル教室17：30～19：00
★ズンバサークル18：00～19：00

★体力アップステーション10：00～11：30
★スポーツチャレンジ教室17：30～19：00

★ウェイトトレーニング教室10：00～12：00
★SCなきじん17：00～18：30
〇ウォーキング（村総合運動公園18：30～）
○操体法（中央公民館10：00～11：30）

○新春ふれあい餅つき大会＆おとばの杜
　リサイクルバザー（社協11：00～）

○健康相談（保健センター9：00～11：30）
○民児協定例会

★ウェイトトレーニング教室10：00～12：00
★SCなきじん17：00～18：30
〇ウォーキング（村総合運動公園18：30～）
○操体法（中央公民館10：00～11：30）

★体力アップステーション10：00～11：30
★スポーツチャレンジ教室17：30～19：00

○沖縄県高校新人駅伝大会（総合運動公園）
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。



(2014年）平成26年1月1日 12

村民の皆様へ（お願い）

　今回で「今帰仁グスク桜まつり」は、
第7回目を迎えることになりました。
　これまでの6回のまつりを通して、村
内外に本まつりの認知度アップが定着
し、本村観光振興に多大な貢献をして
きました。
　つきましては、今回のまつりより村
民優待券を廃止します。
　誠に恐縮ですが、村民の皆様のご理
解とご協力をよろしくお願いいたし
ます。

今帰仁グスク桜まつり実行委員会

●オープニングセレモニー
　1月18日（土）17：30～20：00
　（場所：今帰仁城跡、平朗門前広場 ※雨天時、今帰仁村グスク交流センター内）

●エイサーの宴・伝統芸能の宴　無料　各2回公演
　1月19日（日）・25日（土）・26日（日）・2月1日（土）・2日（日）17：00～18：00
　（場所：今帰仁村グスク交流センター前広場）

●第3回今帰仁村青年祭りwithやんばる青年フェスティバル
　～伝統芸能の宴～
　1月26日（日）16：00～　※雨天の場合は2月2日（日）となります。
　（場所：今帰仁城跡、平朗門前広場）

●ライトアップ18：00～21：00（入場は20：30まで）
　城跡内・琉球ガラスのあかり
　グスク花あかり
　※桜まつり期間中は、毎日ライトアップが行われます。 


